
2013年・2014年 

 I-JASを利用した講演・学会発表 

≪2013 年≫ 

●李在鎬，迫田久美子，今井新悟，小林典子「テスト分析に基づく TTBJと J-CATの比較」

第 9回 OPI国際シンポジウム、香港中文大学（中国）、2013年 11月 

 

≪2014 年≫ 

●迫田久美子「学習者コーパスと日本語教育研究」NINJAL国際シンポジウム 第 8回日本

語実用言語学国際会議、The Eight International Conference on Practical Linguistics 

of Japanese(ICPLJ8)、国立国語研究所（東京）2014年 3月 

●迫田久美子「学習者コーパスに見る日本語の習得―スピーキングとライティングのデー

タから―」韓国日本言語文化学会、崇実大学（韓国）、2014年 5月 

●奥野由紀子、Dianni Risda「『話す』課題と『書く』課題にみられる中間言語変異性―ス

トーリー描写課題における『食べられてしまった』部を対象に―」シドニー日本語教育

国際研究大会、シドニー工科大学（オーストラリア）、2014年 7月 

●カオ・レ・ユン・チー「日本語の語彙習得における音節と語の転換現象―ベトナム人日

本語学習者の会話データに基づいて―」シドニー日本語教育国際研究大会、シドニー工

科大学（オーストラリア）、2014 年 7月 

●迫田久美子「音声言語資源開発の今後」言語資源シンポジウム、一橋講堂（東京）、 

2014年 9月 

●迫田久美子「コミュニケーションのための日本語教育研究―データからわかる学習者の

運用ストラテジー―」台湾日語教育学会、台湾東呉大学（台湾）、2014年 11月 

●カオ・レ・ユン・チー「日本語の語彙習得における音節と語の転換現象―ベトナム人日

本語学習者の会話データに基づいて―」NINJAL 合同シンポジウム：コーパスに見る日

本語のバリエーション―会話・方言・学習者・歴史コーパスから―、国立国語研究所

（東京）、2014年 12月 

●佐々木藍子，細井陽子「12 言語の海外学習者コーパス（I-JAS）の構築を目指して―本

コーパスの特徴と調査報告を中心に―」NINJAL 合同シンポジウム：コーパスに見る日

本語のバリエーション―会話・方言・学習者・歴史コーパスから―、国立国語研究所

（東京）、2014年 12月 


